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４ 論文の概要 

  本研究は，学習者の語彙学習に対する動機づけ (Vocabulary Learning Motivation: VLM) を高め

る動機づけ方略の開発及び，その実践を目指している。本論文は 7 章から構成されている。以下

に各章の概要を記す。 

 第 1章では，本論文の序論として，研究の目的と重要性を論じている。 

第 2 章では，本研究と関係の深い先行研究のレビューを行っている。その後，本研究における

以下の 3つのリサーチ・クエスチョンを紹介している。 

(1) 学習者の VLMを高める動機づけ方略の開発に意義はあるか。 

(2) 学習者の語彙学習行動 (motivated learning behavior for vocabulary learning: MLB-V) に影響を与

える要因は何か。 

(3) 学習者の語彙学習行動改善のために効果的な指導方法はどのようなものか。 

第 3章は，Study 1について論じている。Study 1の目的の 1つは，学習者の VLMを高める動機

づけ方略の開発に意義はあるかを検討することである。そのためには，1) VLMと英語学習全般に

対する動機づけの間に強い相関関係がないこと，2) 学習者のVLMがさほど高くないこと，3) VLM

が英語学習全般に対する動機づけよりも MLB-V を強く予測すること，の 3 点を確認する必要が

あった。大学で英語を学ぶ学習者 88人を対象にアンケート調査を実施し，結果を統計的に分析し

た。その結果，1) VLM と英語学習全般に対する動機づけの相関はそれほど強くないこと，2) 学

習者の語彙学習に対する内発的動機づけ (intrinsic motivation: IM)は低い傾向にあったが，語彙

学習に対する自己決定性の高い外発的動機づけ (self-determined type of extrinsic motivation: 

SEM)は非常に高いこと，3) IM-V は英語学習全般に対する IMよりもMLB-V を強く予測するが，

SEM-V はMLB-V をほとんど予測しないことが明らかになった。これらの結果は，IM-V を高める

ことは効果的だが，SEM-V を高める指導の効果は小さいことを示唆していた。 

 第 4章は，Study 2について論じている。Study 2では，豊かな語彙知識を獲得し，その知識を活

かして活躍している自己像のヴィジョン (Vision-V) に注目し，Vision-V の明確化は SEM-V を高

めるよりも MLB-V の改善に効果的であるという仮説を立て，97 名の英語学習者を対象とするア
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ンケート調査で得られたデータを分析して検証した。その結果，仮説通り Vision-V は SEM-V よ

りも MLB-V を強く予測することが示唆された。 

 第 5章は，Study 3について論じている。Study 3では，学習方略指導により VLMを向上させる

ことを目指した授業をデザインし，実践した。参加者は，大学生 52名である。その結果，多くの

参加者が，その実践を楽しく意義深いものだと感じ，さらに自らの VLMを高められる方略を学ぶ

ことができていたことがわかった。クラスメートとの議論によってより優れた方略が誕生したケ

ースがみられるなど，議論を行うことの効果も示された。また，授業受講後に受験した語彙テス

トの平均点が，授業受講前に受験した語彙テストの平均点よりも有意に高くなった。 

第 6章では，Study 4 について論じた。Study 4 は，Study 3 で行った実践を改良したものを，大

学生 41名に実施し，効果を検証したものである。具体的には，アプリを利用したこと，Vision-V

を明確化する活動を行ったこと，Study 3で参加者が考えた語彙学習方略を紹介したこと，などが

Study 3の実践との違いである。データを分析した結果，多くの参加者が，本実践における語彙学

習は，普段の語彙学習よりも楽しく熱心に行えていたことがわかった。語彙テストの平均点も，

非常に高くなった。 

 第 7 章では，リサーチ・クエスチョンの答えをまとめたうえで，本研究の意義と限界について

論じている。 

                       

５ 論文の特質 

 語彙学習の向上は，第二言語を習得するには，欠かせないものであるが，語彙学習には，多大

な努力が必要となる。様々なジャンルの英語の文章を理解できるようになるためには，8000語か

ら 9000語もの英単語を知っている必要があるとされているが，これほど大量の単語を学習するに

は，強い動機づけが必要となる。さらに，一般的に面白いとは言えない語彙学習は，授業外でし

ばしば行われることが多いので，教師による学習者への動機付けが不可欠となる。しかし，VLM

を高めるための動機づけ方略の開発を行った研究はこれまでほとんどなかった。その点で，今後

の英語教育における語彙学習指導に与える示唆は大きい。  

また，本論文では，合計４つの研究を行い，学習者の VLM を高める動機づけ方略の開発に意義

はあること，豊かな語彙知識を獲得し，それを活かして活躍している自己像のヴィジョン (Vision-

V)の明確化は SEM-Vを高めるよりも MLB-V の改善に効果的であることを明らかにし，学習方略

指導により VLMを向上させることを目指した授業の実施結果，さらには，授業の改良版を実践し

た結果を提示している。このように丁寧に調査研究を積み重ねて，理論を実践化し，その効果を

実証しているところも本論文の特質である。 

 

６ 論文の評価 

先行研究レビューでは，第二言語学習者の動機づけ研究の歴史，動機づけ研究の意義，自己決

定理論，第二言語における動機づけ自己システム，動機づけ方略，VLM，学習方略に関する研究

と関係分野をもれなく論理的にレビューしており，完成度が非常に高い。また，先行研究のレビ

ューを通して、よい語彙学習者になるためには、自分の動機づけをコントロールすることが重要

であることが強調されており，リサーチ・クエスチョンと論理的につながるように計算されてい

る。 
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ほとんど研究されてこなかった学習者の VLM が存在するのか，学習者の語彙学習行動に影響

を与える要因は何か，学習者の語彙学習行動改善のために効果的な指導方法はどのようなものか

について，数年にわたる調査研究を積み重ね明らかにしており，研究結果も説得力があり，語彙

指導に関する有益な研究といえる。 

 

７ 論文の判定 

本学位請求論文は，国際日本学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもの 

であり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格し 

たので，博士（国際日本学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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